
     

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
と
は
、

ア
サ
ガ
オ
や
ヘ
チ
マ
、
ゴ
ー
ヤ

な
ど
の
つ
る
性
植
物
で
建
物

の
窓
辺
や
壁
面
に
カ
ー
テ
ン

を
作
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。 

 
つ
る
性
植
物
を
利
用
し
た 

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
は
、
熱
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
遮
断
効
果
、
葉

の
気
孔
か
ら
の
水
分
蒸
散
に

よ
り
、
日
差
し
を
和
ら
げ
て
く

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
室
温
の

上
昇
も
抑
え
る
ほ
か
、
騒
音
の

低
減
効
果
な
ど
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。 

今
年
度
、
ま
ず
市
内
の
２
つ

の
小
学
校
で
、
ア
サ
ガ
オ
や
ゴ

ー
ヤ
を
栽
培
し
て
、
こ
の
「
緑 

     

      

の
カ
ー
テ
ン
」
作
り
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
作
り
は
、

植
物
を
育
て
て
観
察
す
る
と 
          

い
っ
た
従
来
の
生
活
科
・
理
科

の
教
材
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
効
果 

     
も
期
待
で
き
、
環
境
教
育
の
実

践
的
な
教
材
と
し
て
も
活
用

で
き
る
た
め
、
来
年
度
以
降
、

市
内
の
多
く
の
小
中
学
校
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

省
エ
ネ
効
果
で
家
計
に
も

優
し
い
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
、

ご
家
庭
で
も
、
来
年
、
ぜ
ひ
取

り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

  

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に
よ
っ 

て
、
真
夏
の
エ
ア
コ
ン
使 

用
電
力
量
を
20
～
30
％ 

省
エ
ネ
で
き
る
効
果
が
あ 

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

           

 
 

 
     

 
 

※ 

応

募

規

定

な

ど

詳

細

は

裏

面 

登

録

者

募

集 

!! 

「
い
ち
の
み
や
エ
コ
・
ウ
ォ
ー
ク
」 

アサガオの｢緑のカーテン｣～起小学校 

ゴーヤの｢緑のカーテン｣～葉栗小学校 
 

 

＜回 覧＞ 

              

          

＊ 裏面もお読みください。 
 



   
  

一
宮
市
環
境
基
本
計
画
推

進
協
議
会
で
は
、
夫
婦
で
、

友
達
同
士
で
、
散
歩
な
ど
の

時
に
、
ご
み
を
拾
い
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
団
体
・

個
人
の
登
録
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

 

登
録
し
て
い
た
だ
く
と
１

人
に
１
個
、
着
脱
可
能
な
ワ

ッ
ペ
ン
（
今
年
度
は
先
着
２

０
０
個
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。 

参
加
者
で
あ
る
こ
と
が
目

に
見
え
る
形
に
す
る
た
め
に

も
、
ワ
ッ
ペ
ン
を
エ
コ
・
ウ

ォ
ー
ク
実
施
時
に
衣
服
等
に

着
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
者
に
は
、
随
時
、
活

動
状
況
を
照
会
し
、
「
工
夫

し
て
い
る
こ
と
」
「
取
り
組

み
」 

な
ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

〝
環
境
か
わ
ら
版
〟

を
通
じ
て

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

    

ご
み
減
量
問
題
は
行
政
だ
け

で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。 

多
く
の
力
が
集
ま
れ
ば
、

大
き
な
成
果
に
つ
な
が
り
ま

す
。 

 

仲
間
を
誘
っ
て
、
み
ん
な

で
楽
し
み
な
が
ら
、
エ
コ
・

ウ
ォ
ー
ク
に
気
軽
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

        

〈 

登
録
時
期 

〉 
 

随
時 

〈 

登
録
資
格 

〉 

市
内
に
在
住
・
在
勤
ま
た

は
在
学
し
て
い
る
方
（
小
学 

生
以
上
） 

 

   

〈 

登
録
費 

〉 

無
料 

〈 

登
録
方
法 

〉 

環
境
保
全
課
、
各
出
張
所
、

一
宮
庁
舎
・
尾
西
庁
舎
・
木

曽
川
庁
舎
の
各
一
階
〝
ち
ら

し
置
場
〟

に
あ
る
登
録
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
で
、
環

境
保
全
課
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
（
45
）

７
１
８
７
ま
で 

 
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
環
境

保
全
課
ペ
ー
ジ
か
ら
ウ
ェ
ブ

登
録
も
で
き
ま
す
。 

〈 

登
録
先 
〉 

〒
４
９
１ 
０
２
０
１ 

一
宮
市
奥
町
字
六
丁
山
52
番

地 

環
境
保
全
課
（
環
境
セ

ン
タ
ー
北
館
） 

〈 

問
い
合
わ
せ
先 

〉 

下
記
事
務
局
ま
で 

  

    

本
会
は
、
一
宮
市
環
境
保

全
・
ご
み
減
量
推
進
モ
ニ
タ
ー

を
さ
れ
た
女
性
９
名
で
結
成
、

こ
の
夏
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に

奮
闘
さ
れ
ま
し
た
。 

｢

あ
ま
り
難
し
く
考
え
ず
、

皆
と
楽
し
く
手
軽
に
で
き
る

こ
と
。
ヒ
マ
ワ
リ
を
主
に
ア
サ

ガ
オ
等
を
育
て
な
が
ら
温
暖

化
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
」
と

い
う
代
表
の
舩
橋
信
子
さ
ん
。 

 
｢

花
壇
の
草
を
取
り
、
肥
料

を
混
ぜ
耕
し
、
一
つ
ひ
と
つ
に

〝
頑
張
っ
て
芽
を
出
し
て
ね
〟

と
願
い
な
が
ら
の
種
ま
き
、
芽

が
出
て
も
、
真
夏
に
は
枯
れ
な

い
か
心
配
で
し
た
が
、
大
き
く

成
長
、
か
ん
か
ん
照
り
の
中
、

会
員
の
お
子
さ
ん
た
ち
も
、
草

取
り
、
水
や
り
に
汗
だ
く
に
な

っ
て
お
手
伝
い
し
て
く
れ
ま

し
た
」
と
熱
く
語
り
ま
す
。 

  

   
｢

除
草
し
た
も
の
は
、
花
壇

の
隅
に
穴
を
掘
り
堆
肥
に
し

て
い
ま
す
」
、｢

皆
で
作
業
し
な

が
ら
、
温
暖
化
防
止
の
必
要
性

を
学
ん
で
い
ま
す｣

、
ま
た
、

｢

秋
に
は
、
菜
の
花
を
播
き
、

来
春
は
黄
色
い
菜
の
花
一
杯

に
し
、
皆
で
楽
し
み
な
が
ら
、

温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
つ
も
り
で
す
」
と
抱
負
も
語

ら
れ
、
今
後
の
活
躍
が
ま
す
ま

す
楽
し
み
で
す
。 

◆｢

我
が
家
の
環
境
大
臣｣

募
集
中 

※ 

詳
し
く
は
、
下
記
事
務
局
ま
で 

 
 
 
 
 
 

 

「
い
ち
の
み
や
エ
コ
・
ウ
ォ
ー
ク
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登
録
者
の
募
集
案
内 

（ワッペン 縦 10 ㎝、横 8 ㎝） 

「
我
が
家
の
環
境
大
臣
」
を
ご
存
じ
で
す
か 

「
オ
リ
ー
ブ
の
会
」
活
動
紹
介 

｢オリーブの会｣と子どもたち 

 

問い合わせ： 一宮市環境基本計画推進協議会事務局 (環境保全課内)  
№  3           TEL 45-7185   FAX 45-7187


